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８月２０日の遺族会で、ボランティア（受付・案内係など）をしてくださる方は、　　　　１１：００までに会場にお越しください。（ファシリテーターをして下さる方は１０：００）

★作文の締め切り、延期のお知らせ　………………………………………・・

手記をお送りくださったみなさま、ありがとうございました。 

冊子は、リメンバー設立３周年を記念して発刊することに致しました。 

そこで、締め切りを１０月末まで延期致しますので、６月の締め切りに間に合わなかった方も、

ぜひお送りくださいませ。

なお、来年以降も随時、作文の募集をしていくことがあると思いますので、

今回の締切の期日にとらわれず、今のお気持ちを文章で表現なさってみてはいかがでしょうか。


★「リメンバー福岡」のご案内　………………………………………………・・
■日　時：200６年９月１４日（日）午後２時１５分～５時　（午後２時　受付）

■会　場：あいれふ　　福岡市中央区舞鶴２-5-1

■内　容：自死遺族同士のグループトーク

■問い合わせ・参加申し込み先：F A X：０９２－５２５－２３０８　　　メール：rem.hukuoka@wood.dti2.ne.jp
★「リメンバー神戸」のご案内　　……………………………………………・・
■日　時：200５年９月２４日（日）受付　１時４０分～　開始　２時～ 

会場は未定です（神戸市内）。お問い合わせください。

■問い合わせ・参加申し込み先：TEL.078-642-0424　FAX078-612-5220　

もしくは、電子メール　ryanryan@mta.biglobe.ne.jp　まで
★グリーフケアラジオ『百万粒の涙を流そう』放送のお知らせ　…………・・

今年の３月に、名古屋市内で「ゆきあかりの会」という遺族会が立ち上がりました。

当会のスタッフでもある、臨床心理士の近藤浩子さんが代表をつとめ、鷹見がスタッフとして関わっています。

この「ゆきあかりの会」については、いろいろな意味で、リメンバーとの混同を避けたかったため、

リメンバーのメンバーの皆様には、これまでお知らせしてきませんでした。

（スタッフが重複しているため、リメンバーの関連団体のように思われてしまうと、

「自死遺族の会だと思って参加したら、そうじゃなかった！」など、ご不快な思いをさせてしまいかねない、という懸念が強くありました。）

しかしこのたび、ゆきあかりの会で、グリーフケアをテーマにしたラジオ番組を持てることとなり、

リメンバーの皆様にとっても有益な情報をお届けできると思いましたので、告知をさせていただくことにしました。

概要は以下のとおりです。


★番組タイトル　・・・『百万粒の涙を流そう』

★期間　　　　　・・・２００６年９月～１１月　毎週日曜日　１９：３０～１９：４５

★ラジオ局　　　・・・SHANANA！FM（名古屋シティエフエム）　７６．１CH　

★パーソナリティ・・・鷹見　（時々　近藤浩子）
★主な聴取範囲　・・・名古屋市中西部及び中村区に隣接した市町村

· 但し、大阪有線放送のＣ－３５チャンネルでは全国から、

そして愛知県のケーブルテレビの「スターキャットテレビ」でも、同時刻に番組が聴取できます。

このラジオ企画は、「インターネットをお使いにならない方たちに、いかにしてグリーフケアに関する情報をお届けするか」、を一生懸命考えている中で生まれました。

放送の実現にあたっては、当会の運営委員でもある花井幸二さんに、多大なご尽力をいただきました。

番組の内容は、　

・死別の悲しみの癒しの助けになるような音楽や絵本、書籍のご紹介

・ご遺族から、亡くなられた愛する人への手紙や手記のご紹介

・グリーフケアやグリーフワーク（喪の悲しみの仕事）に関するミニ知識のご紹介

・愛知県や東海地域のさまざまな「ご遺族の集い」のご紹介　　　　　　　　などになると思います。
この、ゆきあかりの会提供のラジオ番組『百万粒の涙を流そう』の中で、自分の思いや体験を表現なさりたい方、亡くなった愛する人へ今の気持ちを「手紙」としてお伝えしたい方は、「ゆきあかりの会」事務局までご連絡なさってください。

＜ゆきあかりの会は＞

・自助グループではなく、サポートグループです。（リメンバーは自助グループです）

・参加要件として、死別原因を特定していません。（病死や、事故死など、さまざまな要因で死別なさったご遺族の方が参加されています。）

・ご参加は、事前予約制です。

詳しくは、ゆきあかりの会のパンフレットを同封しますので、ご覧くださいませ。

★おすすめの本　＜新刊＞……………………………………………………・・

『エヴァはおねえちゃんのいない国で』＜絵本＞　くもん出版　1,300円＋税

ティエリー・ロブレヒト：文　フィリップ・ホーセンス：絵　野坂悦子：訳

姉のエリサが突然亡くなってしまい、その後、妹のエヴァは「おねえちゃんのいない国」で暮らします。

★「生活相談コーナー」のご予約は事務局まで……………………………・・
遺族会の当日、お気持ちのつらさ、悲しさだけではなく、生活のこと、お金のこと、法律のことなど、実際的なことを相談してみたい方は、ご予約ください。定員１名です。（※遺族会当日のみの開設です。メール相談などはお受けできませんのでご了承ください。）
★会へのご連絡について　……………………………………………………・・
当会は、自死遺族の「自助グループ」であり、カウンセラーなどの心理専門家が主催する「サポートグループ」ではありません。ボランティアスタッフの多くは、自死遺族当事者です。 

そして、それぞれの生活や仕事や、家族の自死に起因する“しんどい状況”を持ちながら、この会に関わっています。また、「ちゃんとした事務所があって、電話があって、そこにスタッフが常駐している」というような、れっきとした法人でもありません。 

そのため、遺族会以外の日に、個別にご相談をお受けできる状況にないことを、ご理解のうえ、ご了承いただければと思います。 

自分自身も当事者であるスタッフは、スタッフとして活動しているからといって、決して「私はもう大丈夫」という状況では、ないのです。 

さまざまな内容のご連絡をいただく中で、ボランティアスタッフの遺族自身が、遺族会以外の日常生活の日に苦しくなってしまったり、お手紙の内容によっては、傷つけられたりしまうということさえ、しばしば起こっています。このことは、自助グループである当会の継続にも支障をきたしかねない状況となっています。 

メールやお手紙を拝見することはできても、ご相談に対するご返事のような形での返信ができないこと、なにとぞご了承いただければと思います。 

今、まさにおつらいご状況の方に、個別のご連絡ができないこと、 たいへん心苦しいのですが、事情をお汲み取りの上、どうぞお許しください。 

そして、どうか、２ヶ月に一度の遺族会に、足をお運びいただき、同じ悲しみ・苦しみを持つ方と出会い、思いや体験をわかちあう中で、支えあうつながりを、見つけてくださったら、と、切に願っています。

★連絡先、その他　………………………………………………………………・・
■e-メール：remember_nagoya@yahoo.co.jp 

■FAX：020-4668-8925　(電話ではありません)　■郵便：〒458-8799　緑郵便局留め

■メールマガジン：登録はこちらから→　http://mini.mag2.com/i/m/M0033699.html
※「mag2from」という差出人名で、「ミニまぐ登録受付」という題名のメールが届きますので、

そのメール本文の中のホームページアドレスを押してください。そのメールを捨ててしまうと、登録が完了しません。
■郵送会員の方は年会費をお願い致します。


涼しげな配色にしてみました。暑い！　　　リメンバー名古屋自死遺族の会　鷹見（たかみ）
最近、郵便事故が増えております。「送ったのに返送されてきた」という方は、 


たいへん恐れ入りますが、再度お送りくださいますようお願い申し上げます。 








今回の会場は、日本福祉大学　名古屋キャンパス　です。（　各線「鶴舞」駅　）


遺族会は、１３：００開場、１３：１５スタートです。





第一回の放送は、


　9月３日です。
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